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平成 30年度 （推薦入試）医学部　問題分析・対策・解答例

平成３０年度 推 薦　英 語
問題番号 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
解答番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42
正 解 ア ウ イ エ ウ エ イ ア エ ア ウ ア エ イ ア ウ イ エ エ オ ア イ ウ エ ウ ア イ ア ウ ウ エ イ ア エ ウ イ ア エ ウ イ エ ア

英　語（問題分析と対策）
【問題量・問題数】
昨年度同様の問題数（42 問）であった。
60 分間で解答するにはかなりきつい分量だと思
われる。
【形式・出題傾向】
大問Ⅰは大半の問題が正解を導き出すのにかな
りの語彙力を要し、大問Ⅱは各英文を綿密に検
証しなければならないので、かなりの時間を要
したのではないかと予想される。大問Ⅲ～Ⅴは
全般的に標準レベルの問題で構成されていた。
【難易度】
一部難解な問題も見られるが、全体としては標
準レベルの問題である。Ⅰ～Ⅲは、基本的な問
題からハイレベルな問題でバランス良く構成さ
れている。Ⅳは、空所を含む英文全体の意味か
ら正解を判断する問題と空所前後の英文との意
味上の結びつきから判断する問題で構成されて
いる。Ⅴは、問題文中に難解な単語や表現が出
てくるので、いずれも前後の文脈から類推する
読解力が求められる。また、各問の選択肢も表
現自体は平易なものが大半を占めるが、細部に
わたって読み取る精読力が不可欠である。
【対　策】
難易度の高い問題も見られたが、全体としては
標準レベルの問題なので、標準から応用レベル
の語彙力・文法力・英文構成力・読解力が不可
欠である。文法・語法・英作文系の問題集を 1
～ 2冊完璧に仕上げるのがよい。長文読解に関し
ては、400 ～ 500 語程度の英文を扱った読解系の
問題集を利用して、大意が把握できる読解力と細
部まで読みこなす精読力を養っておくとよい。

数　学（問題分析と対策）
【問題量・問題数】
問題量、問題数ともに例年どおりである。
60 分の試験時間を考えると問題量は多い。
【形式・出題傾向】
形式、出題傾向も変化なし。

【難易度】
やや難しい問題もあるが、例年どおりであり、
標準的な問題である。
【対　策】
大問 1、2は結果のみを解答する問題であるので、
計算ミスやケアレスミスに要注意である。特に
大問 1 は場合の数、確率に関する問題であり、
重複や漏れがないよう正確に書き出していく問
題である。表などを上手く利用し、要点を絞っ
て単純化して書き出していくとよい。大問 2は
自然数の 4 乗の和に関する問題であり、一度は
解いたことのある受験者も多かったのではない
だろうか。この問題は、完答してほしい問題である。
確率や数列に関する問題は頻出であり、書き出
して規則性等を見出す問題も多い。
大問 3は記述の問題である。大問 1、2 は時間の
かかる問題であるので、大問 3の記述の時間を
考えて時間配分することも重要である。大問 3
の⑴の問題に戸惑った受験者が多かったと思わ
れるが、⑵がヒントになっている。難しい問題
には、ほとんどの場合、前後にヒントがあるので、
あきらめずに解いてほしい。⑶は無理関数のま
ま微分してもよい。ただ、計算が複雑にならな
いよう、工夫して解くように気をつけよう。全
体的に、問題自体は標準的な問題であり、教科
書傍用問題集で対策はできる。例年、計算量が
多く、手間のかかる問題がよく出題されるので、
迅速かつ丁寧な計算、式処理が必要である。

物　理（問題分析と対策）
【問題量・問題数】
問題量・問題数ともに適量であったと思われる。
【形式・出題傾向】
空所補充形式で、論述１題、描図１題を含む。
出題傾向：「力学：運動方程式、保存則、等加速
度運動、単振動」「電磁気：コンデンサー、電磁
誘導」がよく出題される。第 3 問は、波動が出
題されていたが、昨年より波動、熱、原子から
出題されるようになった。

【難易度】
思考力が必要とされる問題もあるが、昨年度並
で全体的に標準レベル。
【対　策】
標準的な問題であるが、思考的な内容の問題も
出題される。原子分野も出題されているので、
全分野にわたり苦手をつくらないようにするの
がいいでしょう。教科書をよく読み、教科書傍
用問題集をひと通りこなそう。その上で思考問
題の演習を通して力を磨くこと。

化　学（問題分析と対策）
【問題量・問題数】
問題量は例年よりやや多い。問題数は、大問は
例年どおり 3題であるが、各大問が独立した内
容の問題に分かれ、実質 7題の出題でやや多い。
【形式・出題傾向】
形式：例年どおりである。計算問題は途中の計
算式を要求するのも例年どおり。有効数字の処
理に注意。
出題傾向：理論、無機、有機からバランスよく
出題されている。
【難易度】
理論化学はやや難化した。無機と有機は例年並み。
【対　策】
標準以上の問題集で、できるだけ多くの問題を
解くこと。計算式をコンパクトにまとめて記入
する練習が必要である。反応式や構造式は毎年
出題されているので、間違えないように書く練
習も必要である。

生　物（問題分析と対策）
【問題量・問題数】
小問数は、2 題増えて 23 題。論述は 150 字と字
数の多いものが 1題あり、他に 75 字、40 字、25
字が 2題、20 字が 1題と出題数自体は減ったが、
字数の多いものが 1題あるため、時間内にすべ
てを解答することは難しい量と言えるだろう。

【形式・出題傾向】
出題形式・出題傾向は例年どおりである。ただし、
全体的に論述問題が多く、難度もやや高い。すべ
ての大問に空所補充問題が含まれている。ただ、
空所補充の空欄の数は全問 8個以下と過去の出
題に比べやや少ないように思う。大問Ⅰは細胞
膜と膜タンパク質、大問Ⅱは動物の反応、大問
Ⅲは免疫と遺伝子発現を中心とした総合問題、
大問Ⅳは植物の発生についての内容で、今年は
代謝の分野を中心とした出題はなかったが大問
Ⅲにミトコンドリアについての出題があり、生
態系や進化・分類を除く各分野から出題されて
いる。全体としてはバランスの良い問題となっている。
【難易度】
大問Ⅰは、問 1 ～ 3、問 6、問 7 は、空所補充
の一部に化学の知識が要求されたが、ほぼ基礎
的な知識で解ける簡単な内容だった。問 4は文
章や自分の知識・経験から導き出さねばならな
いことからやや難易度が高い。問 5は字数制限
が 25 字と短く、逆に説明しにくいだろう。大問
Ⅱで取り上げられている「中枢パターン発生器」
（ＣＰＧ）に関する内容はかなりの難易度で考察
問題としても難度は高い。大問Ⅲは他の問題に
比べ文章が長く、150 字の論述があるため難易度
は高い。大問Ⅳも文章がやや長く、空所補充以
外は 20 字～ 40 字と字数は少ないが論述がある
ため、やや難易度が上がるが、答える内容自体
は基本的なので解答できる受験者は多いだろう。
全体としてみると、難易度は高めと言える。
【対　策】
教科書や生物資料集の内容を読み込むと同時に、
過去問演習を入念に行っておくことが重要であ
る。また、論述問題が多く出題されているため、
論述に慣れる必要がある。今年度は出題されな
かったが、グラフなどの描図問題も過去には出
題されているので、重要問題集や他大学の実験
結果などをグラフ化するような問題なども解
いておくと練習になるだろう。時間配分を考
え、優先順位をつけて、解き易いものから解
いていくことが大事である。




